
地域に
学ぶ

民
み ん

衆
しゅう

の成長によって、社会や文化はどのように変わったのでしょうか。第3節の問い?

応
おう

仁
にん

の乱
らん

で京
きょう

都
と

が荒
こう

廃
はい

すると、公
く

家
げ

のなかに
は戦国大名をたよって地方に下る者が現れ、

大名も歓
かん

迎
げい

したので、都の文化が地方の城下町に広まりました。ま
た、和歌の上

かみ

の句と下
しも

の句を別々の人がつくってつないでいく連
れん

歌
が

は、公家や武家だけでなく、町
まち

衆
しゅう

の
ちょう

あ
しゅう

いだでも行われ、さらに地方
にも広まりました。

村や町で自治を進めた民衆は、豊かな文化を
もつようになりました。京都では応仁の乱で

とだえていた祇
ぎ

園
おん

祭
まつり

が復活し、農村では惣
そう

の信
しん

仰
こう

の中心となる村の
神社の祭りが盛

さか

んになり、また念
ねん

仏
ぶつ

踊
おど

りから盆
ぼん

踊りが生まれました。
　平

へい

安
あん

時代から、神社の祭りなどで行われてきた田
でん

楽
がく

や猿
さる

楽
がく

は、観
かん

阿
あ

弥
み

と世
ぜ

阿
あ

弥
み

によって能
のう

（能
のう

楽
がく

）として大成されました。能のあいま
に演じられた狂

きょう

言
げん

には、おろかな大名の失敗を笑いとばした話もあ
り、民衆のくらしのようすがうかがえます。また、お伽

とぎ

草
ぞう

子
し

とよば
れる絵本では、『一

いっ

寸
すん

法
ぼう

師
し

』や『物
もの

くさ太
た

郎
ろう

』など、幸福や富を求め
る民衆の明るい夢が語られています。

P.94

P.95
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2120

1110 P.93

1615

17
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22

民
み ん

衆
しゅう

文化の高まり

文化の広がり

明
みん

、公
く

家
げ

、武家、民衆とつなが
りのある室町時代の文化を、そ
れぞれあげましょう。

さまざまな立場の人々の影
えい

響
きょう

を
受けた室町時代の文化の特色を
まとめ、説明しましょう。

確認確認

表現表現

貨
か

幣
へい

経
け い

済
ざ い

の民衆の生活への広がり方に着目しましょう。第3節の問いに答えよう?

茶の湯を支える茶
ちゃ

筌
せん

の
生産地

　８代将
しょう

軍
ぐ ん

義
よ し

政
ま さ

のころ、現在の奈
な

良
ら

県
生
い

駒
こ ま

市の高
た か

山
や ま

地
ち

域
い き

で、粉
ふ ん

末
ま つ

にした茶葉
を茶

ち ゃ

碗
わ ん

の中でかき混ぜる茶筌がつくら
れはじめました。竹を小刀で細かくさ
き、指先を使って仕上げる技術が、
500年後の現在も伝えられ、高山地域
は全国で唯

ゆ い

一
い つ

の生産地となっています。

12 茶道体験のようす

13 茶筌（奈良県
生駒市　高山竹
林園提供）

奈
な

良
ら

県生
い

駒
こ ま

市

10 祇園祭（上
うえ

杉
すぎ

本洛
らく

中
ちゅう

洛
らく

外
がい

図
ず

屏
びょう

風
ぶ

　山
やま

形
がた

県　米
よね

沢
ざわ

市上杉博物館蔵）　現在も続くこの祭りは、
平安時代に日本各地で疫

え き

病
びょう

が流行したとき、当時の国の数である66本の鉾
ほ こ

を立てて
疫病退散を祈

い の

ったことに始まりました（ P.295）。国宝

16 勝
か っ

手
て

神社の神
し ん

事
じ

踊
おどり

（三
み

重
え

県伊
い

賀
が

市）　華
は な

やかで人目をひくと
いう「風流」の精神をあらわし、
衣
い

裳
しょう

や持ちものに趣
し ゅ

向
こう

をこらし
て、笛や太

た い

鼓
こ

などに合わせて踊
る民

み ん

俗
ぞ く

芸能です。2022年にユ
ネスコ無形文化遺

い

産
さ ん

に登録され
た「風流踊」の一つです。

20 連歌の歌会のようす（慕
ぼ

帰
き

絵
え

詞
ことば

　京都市　西
にし

本
ほん

願
がん

寺
じ

蔵）

資料活用資料活用 左上の掛
か け

軸
じく

など、
部屋のようすをP.96の10～12
行目と合わせて読み取りま
しょう。

17 能（「朝
とも

長
なが

」　東
とう

京
きょう

都　観世文庫
提供）　観阿弥の孫が８代将軍
足利義政からもらった装

しょう

束
ぞ く

を
今も着て演じています。

14 足
あ し

利
か が

学校（栃
とち

木
ぎ

県　足利市　史
し

跡
せき

足利学校事務所蔵）　15世紀の
なかばに、鎌

か ま

倉
く ら

府（ P.87 9 ）
の役人が本を寄付し、禅

ぜ ん

僧
そう

を
まねいて学校として整備しまし
た。学生の多くは僧で、儒

じ ゅ

学
がく

や
易
えき

学
がく

（占
うらな

い）などを学びました。

15 風
ふ

流
りゅう

おどり（上杉本洛中洛外図屏風　山形県　米沢市上杉
博物館蔵）国宝

22お伽草子（物くさ太郎　大
おお

阪
さか

公立大学中
なか

百
も ず

舌鳥図
書館蔵）

11 復興した大
お お

船
ふ ね

鉾
ほ こ

（2022年　京都市　祇園祭山鉾連合会
提
てい

供
きょう

）　大船鉾は、15世紀には存在していましたが、
応仁の乱をはじめとした戦乱や大火によって、焼失と
復興をくり返しました。2014（平成26）年、幕

ば く

末
ま つ

の戦
乱による焼失から150年ぶりに復興を果たしました。 18 狂言（「棒

ぼう

縛
しばり

」　京都市　茂
しげ

山
やま

狂言会事務局提供） 19 文化の広がり

21 

連
歌

雪
な
が
ら
　
山
本
か
す
む
　
夕
べ
か
な

　
行
く
水
と
ほ
く
　
梅
に
ほ
ふ
里

川
風
に
　
一
む
ら
柳や

な
ぎ

　
春
見
え
て

　
舟ふ

ね

さ
す
音
も
　
し
る
き
あ
け
が
た

月
や
猶な

お

　
霧き

り

わ
た
る
夜
に
　
残
る
ら
ん

　
霜し

も

お
く
野
は
ら
　
秋
は
暮く

れ

け
り

　
　（『
水み

無な

瀬せ

三さ
ん

吟ぎ
ん

百ひ
ゃ
く

韻い
ん

』）

宗そ
う

祇ぎ
肖し

ょ
う

柏は
く

宗そ
う

長ち
ょ
う

宗
祇

肖
柏

宗
長

ひろおか

弘岡

やまぐち

山口
　だ ざい ふ

大宰府

　か　ご しま

鹿児島

　つ　わ　の

津和野

　な　ら

奈良

　お ばま

小浜

さかい

堺

なな お

七尾

　え　ど

江戸
　お　だ わら

小田原

あしかが

足利学校

しらかわ

白河
 かすが やま

春日山

いな ば やま

稲葉山

いちじょうだに

一乗谷

きょう と

京都

　く　げ

公家や文化人が下った主な都市

0 300km

今に残る祭りや文化

動画
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世
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1
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3

4

5

6

7

8

9
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14
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19

20
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時
代
旧
石
器

縄
文

弥
生

古
墳

飛
鳥
奈
良

平
安

鎌
倉

南
北
朝

室
町

戦
国

江
戸

明
治

昭
和
平
成

令
和

大正

安土
桃山

5

10

15

幕
ばく

府
ふ

が京
きょう

都
と

におかれた室町時代には、将
しょう

軍
ぐん

や
有力な守

しゅ

護
ご

大名は、すすんで公
く

家
げ

の文化を吸
きゅう

収
しゅう

しました。勘
かん

合
ごう

貿易などによって中国の文化も盛
さか

んに流入し、禅
ぜん

宗
しゅう

が幕府の保護を受けて栄えました。禅僧
そう

は文芸だけでなく、外交
や貿易の場でも活

かつ

躍
やく

しました。さらに、民
みん

衆
しゅう

の成長によって、民衆
文化が高まりました。
　足

あし

利
かが

義
よし

満
みつ

が京都の北
きた

山
やま

に建てた金閣には、公家の文化と武家の文
化が混じり合った特色がよくあらわれています。この義満の時代の
文化を北山文化といいます。足利義

よし

政
まさ

が応
おう

仁
にん

の乱
らん

後に東
ひがし

山
やま

に建てた
銀
ぎん

閣
かく

には、禅
ぜん

宗
しゅう

の影
えい

響
きょう

を受けた書
しょ

院
いん

造
づくり

が用いられ、書院造には中国
から輸入した掛

かけ

軸
じく

や陶
とう

磁
じ

器
き

などをかざる床
とこ

の間
ま

がありました。こう
した空間のなかで、茶の湯や生け花も発達しました。また、寺院な
どの庭園づくりには、河

かわ

原
らの

者
もの

とよばれた人々が活躍しました。禅僧
そう

の雪
せっ

舟
しゅう

は、明
みん

にわたって水
すい

墨
ぼく

画
が

を学び、帰国後は日本の風景をえが
きました。こうした義政の時代の文化を東山文化といいます。

1 5

6 8

P.99 20

9

2 1

室
む ろ

町
ま ち

時代の文化

民
み ん

衆
しゅう

の成長によって、社会や文化はどのように変わったのでしょうか。

室町時代の文化の背
はい

景
けい

にある、社会や人々
の動きに着目しましょう。

見方・考え方見方・考え方

明
みん

、公
く

家
げ

、武家、民衆の影
えい

響
きょう

を受けた室町時代の文化には、どのような特色があるのでしょうか。

室
む ろ

町
ま ち

時代の文化とその広がり6 －禅
ぜ ん

宗
しゅう

の浸
し ん

透
と う

と民
み ん

衆
しゅう

文化の開花－

学習課題学習課題

つながり

第3節の問い?

二次元
コード

1 雪舟の四
し

季
き

山
さん

水
す い

図
ず

（山水長
ちょう

巻
か ん

）（山
やま

口
ぐち

県防
ほう

府
ふ

市　毛
もう

利
り

博物館蔵）

国宝

7 金閣３層の内部　
天
て ん

井
じょう

・壁
か べ

すべてに金箔が
はられています。
世界遺産

3 足利義政
（1436～90）
（東

とう

京
きょう

国立博物館蔵）

これまでの時代の絵と
比べて、どのような特

と く

徴
ちょう

があるかな。

4 14～15世紀の日本の動き

年 できごと
1368 足

あし

利
かが

義
よし

満
みつ

が将
しょう

軍
ぐん

となる
1397 金

きん

閣
かく

が建てられる
1449 足利義

よし

政
まさ

が将軍となる
1467 応

おう

仁
にん

の乱
らん

が起こる（～77）
1489 銀

ぎん

閣
かく

が建てられる

5 金閣（京都市　鹿
ろ く

苑
お ん

寺
じ

）　寝
し ん

殿
で ん

造
づくり

と禅
ぜ ん

宗
しゅう

様
よ う

の
仏堂を組み合わせた建
物で、２・３層

そう

の内外が
金
き ん

箔
ぱ く

におおわれていま
す。1950（昭和25）年
に焼失しましたが、
1955年に再建されまし
た。世界遺産

6 銀閣（京都市　慈
じ

照
しょう

寺
じ

）　１層が書院造、２
層が禅宗様の仏堂です。
国宝 世界遺産

8 東
と う

求
ぐ

堂
ど う

同
どう

仁
じ ん

斎
さ い

（京都
市　慈照寺）　書院造
のこの部屋は、明

あかり

障
しょう

子
じ

や
ふすまで仕切られた４
畳
じょう

半の広さで、畳
たたみ

が敷
し

きつめられています。
国宝 世界遺産

2 雪舟（1420～1506）

水墨画を大成した禅僧

（山口県　常
じょう

栄
えい

寺
じ

蔵）

　京都の寺で修行にはげむかたわら、水墨画を学
びました。その後、水墨画の盛んな明

み ん

へとわたり、
絵の勉強を続けました。帰国後は、山口（
P.99 19）を拠

き ょ

点
て ん

に各地で創
そ う

作
さ く

を行いました。

 三方を山に囲まれた京都では、山のふもと
の丘

きゅう

陵
りょう

部を、東山・北山・西山とよんでいま
す。

1

ふすま

明障子

付書院

ちがい棚
だな

リンク

リンク

　公家や武家、寺社などにつかえて庭づ
くりを行う者のなかに、河原者とよばれ
た人々がいました。河原者は、河原など
に住み、清

せ い

掃
そ う

のほか、動物の死体処
し ょ

理
り

や
皮
ひ

革
か く

生産などを担
に な

っていました。しかし、
当時の人々は、死や病気などを「けがれ」
としておそれていたため、こうした「けがれ」を清める
人たちも「けがれ」ているとして、社会から疎

そ

外
が い

し、差
別することもありました。
　こうしたなかにあっても、８代将軍足利義政は、庭づ
くりの技量「天下第一」とたたえられた河原者の善

ぜ ん

阿
あ

弥
み

を重んじ、彼やその孫の又
ま た

四
し

郎
ろ う

などに東山山
さ ん

荘
そ う

（銀閣）の
庭づくりを命じています。また、龍

りょう

安
あ ん

寺
じ

の石庭に用いら
れた石の裏

う ら

には、庭づくりを行った河原者の名前が刻
き ざ

ま
れています。差別を受けながらも、彼らが現代に伝わる
優
す ぐ

れた仕事を残したことがわかります。

先人に学ぶ
伝統と文化

9 石庭（京都市　龍安寺）　石と白い砂
す な

で山と水を表現する枯
か れ

山
さん

水
す い

とよばれる技法
でつくられた庭園で、禅宗の寺院に多くつくられました。世界遺産

河原者がつくり
出した文化

学習した人物：足利義満・足利義政・雪舟小学校⑥年96 97
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時
代
旧
石
器

縄
文

弥
生

古
墳

飛
鳥
奈
良

平
安

鎌
倉

南
北
朝

室
町

戦
国

江
戸

明
治

昭
和
平
成

令
和

大正

安土
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5

10

15

P.163 ③アメリカの独立とフランス革命

P.99

⑥室町時代の文化と
その広がり

　導入ページや文化史のページは、大きく鮮やかな図版を豊富に掲載しました。また、資料の読み取りを促す資料活用コーナーや、協働
的な学びを提案する学び合いマークを設置し、学習活動をサポートしています。

P.214-215 学習のはじめに　近代の雑誌の表紙を比べよう

P.96-99 ⑥室町時代の文化とその広がり

本物の資料から時代に迫る
導入ページでは、前後の時代を比較したり、その推移を読み
取ったりすることができる資料を厳選して掲載しています。

！
注目

文化史はよりビジュアルに
文化史は原則４ページ構成とし、資料点数をより多く、資料をよ
り大きく、掲載しています。また、文化の特徴が読み取りやすくなる
よう、資料の配置も工夫しました。
さらに国宝 や 世界遺産 は、わかりやすいアイコンで表示しています。

！
注目

資料を活用した
協働的な学びの提案

第2～6編の導入ページとまとめ・ふり返りペー
ジをはじめ、教科書に多数設けた学習活動のう
ち、対話的な活動が効果的に取り入れられるも
のについては、学び合いマークを付し、単元を通
して協働的な学びができることを示しています。

！
注目

資料を読み取り、資料を読み取り、時代像をイメージ時代像をイメージするための工夫するための工夫

先生・生徒がわくわくする楽しい教科書44

資料を読み取る
技能を育む

教科書の随所に設定した 資料活用資料活用
コーナーでは、資料を用いた活動を示
すことで、必要な情報の読み取りなど
の情報活用能力の向上をサポート
しています。

！
注目

教科書QRコンテンツ
では、当時の報道や記
録映像などの動画を見
ることができます。動
的なコンテンツを用い
ることで、より当時の
様子をとらえることが
できます。

教科書QRコンテンツ
大正時代の東京

P.230

教科書QRコンテンツ　
戦時下の日本　国民生活

P.248

④わくわくする教科書②デジタルへの対応 ③主権者の育成 学習上の配慮 分野・教科間連携 地域事例 資料編①指導と評価

26 27

https://www21.nichibun-g.co.jp/r7js_qr_contents/reki/p226/p230-3/
https://www21.nichibun-g.co.jp/r7js_qr_contents/reki/p244/p248-5/


8 飛鳥時代の日本の仏像（左：弥
み

勒
ろく

菩
ぼ

薩
さつ

半
はん

跏
か

思
し

惟
い

像　高さ125cm　京
きょう

都
と

市　広
こう

隆
りゅう

寺
じ

蔵） 国宝 と
9 朝鮮半島の仏像（右：高さ93.5cm　大

だい

韓
かん

民
みん

国
こく

国立中央博物館蔵）

7 蘇我氏と天皇家との結びつき

ことが多かったので、飛
あ す か

鳥時
じ

代
だい

とよばれています。

６世紀の中ごろ、百
く だ ら

済か
ペクチェ

ら仏
ぶっ

教
きょう

が伝えられま
した。蘇我氏は早くから仏教を信じ、日本最

初の本格的な寺院である飛鳥寺を建てました。また、７世紀初めに
は、聖徳太子が斑

いかるが

鳩（奈良県）に法
ほう

隆
りゅう

寺
じ

、難
な に わ

波（大
おお

阪
さか

市）に四
し

天
てん

王
のう

寺
じ

を
建て、仏教をあつく信

しん

仰
こう

しました。法隆寺の五
ご

重
じゅうの

塔
とう

・金
こん

堂
どう

などは現
げん

存
そん

する世界最古の木造建築で、釈
しゃ

迦
か

三
さん

尊
ぞん

像
ぞう

や玉
たま

虫
むしの

厨
ず

子
し

はこの時代の
代表的な美術作品です。寺院の建設や仏像の製作には、主として渡
来人があたりました。
　このころの仏教は、高度な思想が理解されたというよりも、病気
を治したり、先祖の冥

めい

福
ふく

を祈
いの

ったりする新しい宗
しゅう

教
きょう

と考えられてい
ました。大

や ま と

和とその周辺地
ち

域
いき

の豪族たちも、しだいに仏教を受け入
れていき、それまでの古

こ

墳
ふん

に代わって、自分たちの権
けん

威
い

のシンボル
として寺院を建てました。
　飛鳥時代に栄えた、仏教を中心とする文化を飛

あ す か

鳥文
ぶん

化
か

といいます。

７世紀初めまでは、主に南北朝時代の中国の文化が、朝
ちょう

鮮
せん

諸
しょ

国
こく

を通
じて伝えられました。遠くインドやギリシャの文化の影

えい

響
きょう

もみられ
ます。やがて、留学生や留学僧が唐から帰国してくると、唐の文化
の影響が強くなっていきました。

P.30

P.45 8 1

3

P.37

98 6

ヤマト王
おう

権
けん

では、６世紀には豪
ごう

族
ぞく

の蘇
そ

我
が

氏
し

と
物
もの

部
のべ

氏が力をもつようになりました。蘇我氏
は、大

おお

王
きみ

（天
てん

皇
のう

）家と婚
こん

姻
いん

を通じて結びつき、渡
と

来
らい

人
じん

を活用すること
によって、強い権力をにぎりました。６世紀の末、蘇

そ

我
がの

馬
うま

子
こ

は物部
氏をほろぼしました。
　次いで推

すい

古
こ

天皇が即
そく

位
い

すると、甥
おい

の聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

（厩
うまや

戸
どの

皇
おう

子
じ

）が政治に
参加し、蘇我馬子とともに、儒

じゅ

教
きょう

や仏教の思想をとり入れ、国家の
しくみを整えました。冠

かん

位
い

十
じゅう

二
に

階
かい

の制度によって豪族たちの序列を
明らかにし、個人の功績に応じて冠位をあたえました。また十

じゅう

七
しち

条
じょう

の憲
けん

法
ぽう

をつくり、豪族たちが役人として天皇につかえる心がまえを
示しました。
　ヤマト王権は、中国を統一した隋

ずい

に使節を送り、国交を結びまし
た。これを遣

けん

隋
ずい

使
し

といい、小
お

野
のの

妹
いも

子
こ

がよく知られています。このと
き、新しい政治や文化を学ばせるため、留学生や留学僧

そう

を同行させ
ました。彼らのなかには、渡来人が多く含

ふく

まれていました。隋がほ
ろんで唐

とう

がおこると、同じように遣
けん

唐
とう

使
し

が派
は

遣
けん

されました。
　６世紀末から７世紀は、政治の中心が奈

な

良
ら

盆
ぼん

地
ち

南部の飛
あ す か

鳥にある

7

P.37

1 2 72

3

P.40

4
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 推古天皇は最初の女性の天皇です。飛鳥
時代から奈良時代にかけて、多くの女性の天
皇が誕

た ん

生
じょう

しました（ P.57古代の女性）。
2厩戸皇子は、死後に聖

せ い

人
じ ん

として尊
そ ん

敬
け い

され、
聖徳太子とよばれるようになりました。

1

蘇
そ

我
が

氏と聖
しょう

徳
と く

太
た い

子
し

飛
あ す か

鳥文化

日本列島ではどのように社会がまとまり、国家が形づくられていったのでしょうか。

国づくりを進めた聖徳太子の政治や外交方
ほう

針
しん

に着目しましょう。

見方・考え方見方・考え方

蘇
そ

我
が

氏と聖徳太子は、どのような国づくりを進めたのでしょうか。

聖
しょう

徳
と く

太
た い

子
し

と飛
あ す か

鳥文化5 －巨
き ょ

大
だ い

帝
て い

国
こ く

と向き合いながら－

学習課題学習課題

聖徳太子の業績や当時の文化を、
本文や資料から書き出しましょ
う。

蘇我氏と聖徳太子は、なぜこの
ような国づくりを行ったのか説
明しましょう。

確認確認

表現表現

第2節の問い?

 仏教が伝わったころ、仏（像）は、外国の神と
とらえられていました。
3

比較

1 法隆寺（奈良県斑
い か

鳩
るが

町）　
７世紀後半に火災にあい、
再建されました。中

ちゅう

門
もん

・金
堂・五重塔・回

かい

廊
ろ う

は、現存
する世界最古の木造建築
です。 国宝 世界遺産

聖
しょう

徳
と く

太
た い

子
し

は、ど
のような政治を
めざしたのかな。

2 聖徳太子（574～622）

と伝えられる肖
しょう

像
ぞ う

画（奈
良国立博物館蔵）

い
な  

め
稲
目

馬
子

  

す 

し
�
ん

崇
峻

き
ん
め
い

欽
明

す
い
こ

よ
う
め
い

う
ま
こ

し
�
う
と
く
た
い
し

推
古

聖
徳
太
子

用
明

  

び 

だ
つ

敏
達

じ
�
め
い

舒
明

い
る  

か
入
鹿

こ
う
ぎ
�
く

　
さ
い
め
い

皇
極︵
斉
明
︶

こ
う
と
く

孝
徳 え

み
し

蝦
夷

1

2

6 8

5 3 4

7

9

て
ん  

む
天
武

て
ん  

じ
天
智

11 10

　　　　　　こんいん
　　　婚姻関係　　　　親子・兄弟姉妹関係　
太字 教科書に登場する人物　　　　蘇我氏の男性
　 天皇（数字は表中の即位順序）　　女性

そ が し

てんのう

1

系
け い

図
ず

の読み取り方
スキルスキル

　系図は、祖先と子孫などの関係を線で記したものです。右の系図の場合、
上下線は親子関係、左右線は兄弟姉妹関係、二重線は婚姻関係をあらわしま
す。この系図は、蘇我氏と天皇家との関係を記しています。
資料活用資料活用 聖徳太子と蘇我氏は、それぞれの天皇とどのような関係だったの

か、系図から読み取りましょう。

3 十七条の憲法
一��に曰

いわ

く、和をもって貴
たっと

しとなし、さ
からうことなきを宗

む ね

となせ。（和を
尊
たっと

び、争いをやめよ）
二� に曰く、あつく三

さ ん

宝
ぼ う

を敬
うやま

え。三宝
とは仏

ぶ っ

法
ぽ う

僧
そ う

なり。（仏教を信
し ん

仰
こ う

せ
よ）
三� に曰く、詔

みことのり

を承
うけたまわ

りては、必ず謹
つつし

め。
（天

て ん

皇
の う

の命令には従
したが

え）
 （一部読み下し文）

リンク

4 遣
け ん

隋
ずい

使
し

の手紙と
　隋の皇

こ う

帝
て い

　607年に、倭
わ の

国
こく

王
お う

が使者を遣
つ か

わして
朝
ちょう

貢
こ う

してきた。その手紙のなかには
「太陽の昇

の ぼ

るところの天子が、太陽の
沈
し ず

むところの天子に手紙を送ります」
と書かれていた。隋の皇帝はこれを見
て不快に思い、「今後、野

や

蛮
ば ん

な国からの
手紙で無礼なものがあれば、二度と私
にとりつぐな」と語った。
  （『隋書』倭国伝から一部要約）

講堂

回廊

金堂

中門

五重塔

二次元
コード

ギ
リ
シ
ャ

日
本

5 ６～７世紀初めの日本と東アジアの動き

6 唐
か ら

草
く さ

文
も ん

　ギリシャ・ローマで流
行し、中国をへて日本に伝わりまし
た。日本では６世紀ごろから建築・
彫
ちょう

刻
こく

に使われるようになりました。

年 できごと
6世紀中ごろ 百

く だ ら

済から仏教が伝わる
587 蘇

そ

我
が

氏が物
もの

部
のべ

氏をほろぼす
589 　隋

ずい

が中国を統一する
593 聖

しょう

徳
とく

太
たい

子
し

が政治に参加する
603 冠

かん

位
い

十
じゅう

二
に

階
かい

が定められる
604 十

じゅう

七
しち

条
じょう

の憲
けん

法
ぽう

が定められる
607 小

お

野
のの

妹
いも

子
こ

が隋
ずい

に派
は

遣
けん

される（遣
けん

隋
ずい

使
し

）
618 　隋がほろび、唐

とう

がおこる

動画

学習した人物：聖徳太子・小野妹子小学校⑥年42 43

世
紀
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A.D.
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時
代
旧
石
器

縄
文

弥
生

古
墳

飛
鳥
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良
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安

鎌
倉
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戸

明
治
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平
成

令
和
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15

5

10
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 ベストセラーになった日本地図

　生徒自ら主体的に学習に取り組んでほしいという願いから、その基盤となる知識及び技能の確実な習得を支援するコラム・特設ページ
を豊富にご用意しました。

P.196 基本用語　列強

P.43 系図の読み取り方

P.289 年表のつくり方、
インターネットを活用した発信のしかた

P.101 歴史新聞づくりのポイント

P.133 アイヌ文化を伝えたアイヌの女性　知里幸恵

基礎的・基本的な基礎的・基本的な知識及び技能の確実な習得知識及び技能の確実な習得をサポートをサポート

先生・生徒がわくわくする楽しい教科書44

本文ページの側注部分の全32箇所に配置した基本用
語では、歴史的分野における重要な用語について、平
易な言葉で解説し、歴史学習をサポートします。

歴史を楽しく学び、
確かな知識を身につける

情報を収集し、読み取り、まとめる際に必要と
なる基礎的・基本的な技能についてわかりやすく解
説したスキルUPコーナーを随所に設けて、情報
活用能力の育成を図りました。

社会的事象について調べ
まとめる技能を身につける

人物コラムでは、各時代を生きた全18名の人物のエ
ピソードを紹介し、幅広い視点に立って考えることがで
きるよう工夫しています。
➡本冊子P.20参照

歴史＋αでは、歴史の学習
を幅広く豊かにする全17
テーマを取り上げ、コンパク
トに紹介しています。
➡本冊子P.20-21参照

年表の読み取り方 … P.9
歴史地図の読み取り方 … P.40
系図の読み取り方 … P.43
絵巻物の読み取り方 … P.65
※ 教科書QRコンテンツは、 
本冊子P.18参照

国家 … P.24
オリエント … P.25
市民（古代） … P.28
民主政（古代） … P.28
共和政（古代） … P.29
原始・古代 … P.36
律令 … P.40
皇族・貴族 … P.46
荘園 … P.47
中世 … P.72
公家・武家 … P.76
下剋上 … P.94
 カトリックと  
プロテスタント … P.109
植民地 … P.111
近世 … P.115
上方 … P.137

資本主義 … P.159
社会主義 … P.159
共和政 … P.160
立憲制国家 … P.191
議院内閣制 … P.192
列強 … P.196
総力戦 … P.219
民族自決 … P.221
権益 … P.222
委任統治 … P.222
民本主義 … P.226
恐慌 … P.236
自由経済と
計画経済 … P.236
ファシズム … P.237
軍部 … P.239
テロリズム（テロ） … P.281

より豊富な教材を
よりわかりやすく掲載

よりよい未来の構想のヒントとなるようなテーマも取り
上げ、これまでよりもさらに幅広く学ぶことができるよ
うにしました。

！
注目

基本用語一覧

相手に伝わる説明のしかた … P.11
プレゼンテーションソフトを
　活用した報告のしかた … P.16
歴史新聞づくりのポイント … P.101
年表のつくり方 … P.289
インターネットを活用した
　発信のしかた … P.289

P.15 聞き取り調査のしかた

調査の全体像 … P.12
引用のしかた … P.13
聞き取り調査のしかた … P.15
史跡見学のしかた … P.60
博物館や資料館での調べ方 … P.100
図書館での調べ方 … P.254

情報を情報を
収集する収集する
技能技能

情報を情報を
読み取る読み取る
技能技能

情報を情報を
まとめるまとめる
技能技能

④わくわくする教科書②デジタルへの対応 ③主権者の育成 学習上の配慮 分野・教科間連携 地域事例 資料編①指導と評価
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身近な地域や世界とつながる身近な地域や世界とつながる歴史学習を提案歴史学習を提案
先生・生徒がわくわくする楽しい教科書44

　身近な地域の歴史的な特徴を考察するための調べ方を段階的に解説する第１編第２節「身近な地域の歴史の探究」を新設しました。
また、世界とのかかわりのなかで日本の歴史をとらえたり、現代との関連を理解したりできるよう、教材の取り上げ方や配列を
工夫しています。

第１編第２節では、調査テーマの設定から報告・ふり
返りまでの一連の流れを、大阪市の事例を取り上げなが
ら「テーマの決定」「課題の調査」「考察とまとめ」と
３見開きに分けて丁寧に解説しています。第２～６編に設
定した「出かけよう！ 地域調べ」では、第１編第２節での学
習を踏まえ、各地域の事例を紹介しています。

第2～6編の導入ページでは、地図の読み取りを通して、同時代の
世界のようすを概観し、広い視野で歴史をとらえられるようにしました。
また、日本の歴史の背景となる世界の歴史を学んだうえで国内の
政治や文化を学習できるよう、本文ページの配列を工夫しています。

自分自身の生活や考え方、日本や世界のあ
り方が、なぜ今のようになっているのかを
理解できるようするため、今につながる
世界の歴史を随所で解説しています。

身近な地域の歴史を調べ、考察する
―地域に残る文化財や諸資料の活用

世界とのつながりのなかで
日本の歴史をとらえる

世界の歴史と現代との
つながりを理解する

第１編第２節

第２～６編
でかけよう！ 
地域調べ

➡本冊子P.21参照

P.12-13

①テーマを決めて
調査の準備をしよう

導入ページ
P.216-217

学習のはじめに
年表と地図を読み取ろう

P.60-61 史跡見学に行こう　平城宮跡を歩く

一貫した学習スタイル
すべての「出かけよう！ 地域調べ」において、第１編第２節で解説し
た学習の進め方と連動させ、「テーマの決定」「課題の調査」「考察と
まとめ」の三つのパートに分けた構成にしました。

！
注目

生徒自身が身近な地域
を調べ、その歴史を発
見できるよう、学習を
サポートする教材が充
実しています。

P.28-29 ④ギリシャ・ローマの文明 P.161 社会契約説

P.32-45　第２節　日本列島の人々と国家の形成

③ヤマト王権と渡来人 ⑤聖徳太子と飛鳥文化④東アジアの統一国家 ⑥律令国家の成立

本文ページ

 第２編　古代までの日本と世界例

日本で中央集権的な国家が目指された背景に、
東アジアにおいて巨大帝国が登場したことがあ
ることをつかめる配列となっています。

 第５編　近代の日本と世界　第１章　日本の近代化例

P.168-173　第２節　
近世から近代へ
①ゆらぐ幕府の支配

②開国

③江戸幕府の滅亡

P.158-167　第１節
欧米の発展とアジアの植民地化

①産業革命

②王政から議会制へ…

外国船が日本に接近した背景に、産
業革命を成功させたヨーロッパ諸国
による植民地拡大の動きがあったこ
とをつかめる配列となっています。

…

民主政治の来歴 人権思想の発達
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主体的・対話的で深い学び主体的・対話的で深い学びを実現する教材の充実を実現する教材の充実
先生・生徒がわくわくする楽しい教科書44

考古学に挑
ち ょ う

戦
せ ん

！
よろいを着た人物のなぞを解こう

　2012（平成24）年11月、群
ぐん

馬
ま

県渋
し ぶ

川
か わ

市の榛
はる

名
な

山
さん

の山ろくの扇
せん

状
じょう

地
ち

にある金
かな

井
い

東
ひがし

裏
う ら

遺
い

跡
せ き

から、約1500年前の古
こ

墳
ふ ん

時代の男性の
骨
ほね

が、よろいを着た状態で発見されました。この人物はどのような人だったのでしょうか。

　遺跡からは竪
たて

穴
あ な

住
じゅう

居
き ょ

や畑のあと、円
えん

墳
ぷ ん

、鉄製の矢じりや矛
ほこ

、馬具などが発見されました。また、よろいを着た人物のほか、大人
の女性と、5歳

さい

くらいの幼
よう

児
じ

と生後数か月の乳児の骨も見つかりました。骨が見つかったのは4人だけですが、それよりもずっと多
くの人々の足あとも発見されました。

　金井東裏遺跡は、榛名山が噴
ふん

火
か

して起きた火
か

砕
さ い

流
りゅう

の到
とう

達
た つ

範
は ん

囲
い

にあり、火
砕流が厚

あつ

く堆
たい

積
せ き

した地
ち

域
い き

であることがわかります。骨は火砕流にうもれた
状態で発見されました。

チチャャレレンンジジ
歴史歴史

(以下、明記する以外の写真は、群馬県埋
まい

蔵
ぞう

文化財調査事業団提
てい

供
きょう

)

発
はっ

掘
くつ

された骨資料1 金井東裏遺跡の位置資料2

金井東裏遺跡の発掘状
じょう

況
きょう

資料3

▼▼ 学習の流れ 学習の流れ

遺跡には、同じ方に
向かう多くの人の足
あとがありました。
どのような人たちな
のでしょうか。

資料6 から、当時の人々
の行動を考えましょう。

33
STEPSTEP

近くから発見された
女性は、どのような
人物だったのでしょ
うか。

資料5 を手がかりに考え
ましょう。

22
STEPSTEP

1 頭骨をもとに復元した男性
の顔(群馬県立歴史博物館提供)

よろいを着た人物は
どのような人なので
しょうか。

資料1〜4 を手がかりに、
読み取ったことを書きま
しょう。

11
STEPSTEP

よろいを着た人物の
なぞを解きましょう。

この人物は、何をしてい
たのでしょうか。また、
どのような立場の人物
だったと考えられるか、
みんなで意
見を出し合
いましょう。

44
STEPSTEP

学び合い

よろいを着た人物についてわかったこと資料4
● 男性の特

と く

徴
ちょう

・40代、身長164cm、面長の顔 1
・ よろいは、朝

ちょう

鮮
せん

半島から伝わった  
たいへん貴

き

重
ちょう

な最新のものだった。

● 発掘されたときの状況
・ 榛名山の方を向いて、両ひざをつき、  
顔の下にかぶとを置いてうつ伏

ぶ

せにたおれていた。 2
・ 体の近くから、鉄の矢じりや、  
儀
ぎ

式
しき

に用いる飾
かざ

りの多い矛が発見された。

発掘された人々の足あと資料6
・ よろいを着た人物の発見地の近くの道から、子
どもや大人の足あとがたくさん見つかった。
・榛名山に背

せ

を向けて東に向かっている。
・ ほとんどがはだしで、ふみしめるように歩いて
いるので、人を背負っていたか、荷物を持って
いたと考えられる。

よろいを着た人物のなぞを解こう！

❶ 何をしていたのだろう？

❷ どのような立場の人物なのか？

この人物は〔 

 〕だったと考えられる。

ワークシート

西

南

東

北

榛名山二ツ岳

金井東裏遺跡

800
600
400
200
0

m
1200
1000

標高

火砕流が厚く
堆積した地域
火砕流の
到達範囲

榛名山

金井東裏遺跡

利
根
川

吾
妻
川

かさいりゅう あつ

たいせき ち いき

とうたつはんい

かなかないひがしうらいせき

はるな

と

ね

あ
が
つ
ま

5km0

R202_03tl_02
金井東裏遺跡の位置

よろいを着た人物の骨
ほね

祭りが行われていた場所

首
くび

飾
かざ

りをした成人女性の骨

幼
よう

児
じ

の骨

竪
たて

穴
あな

住
じゅう

居
きょ

畑

畑

乳
にゅう

児
じ

の骨

ベンガラと粘
ねん

土
ど

を丸めた赤玉

円
えん

墳
ぷん

円墳

子どもや大人の足あと

飾りの馬具

建物

3 頭骨をもとに復元した女性
の顔(群馬県立歴史博物館提供)

女性についてわかったこと資料5
● 女性の特徴
・ 30代、身長144cm、  
あごが張り鼻の幅

はば

が広い。 3
・出産した経験がある。

● 発掘されたときの状況
・ 頭を榛名山とは反対の東側に向けて、  
うつ伏せにたおれていた。
・ 首元からガラス小玉と管

くだ

玉
たま

が発見され、  
首飾りをしていたと考えられる。 4 5

2

4 5

20m0

二次元
コード

頭

よろい
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第2編 　考古学に挑戦！よろいを着た人物のなぞを解こう … P.38-39 つながり

第3編
 
　承久の乱を通して、  
　古代から中世への変化を考えよう … P.74-75 推移

第4編 　 地図から、江戸時代の日本人が知っていた  
世界の姿を読み取ろう … P.150-151 比較

第5編第1章 　 経済発展か、環境保全か、  
足尾鉱毒事件を通して考えよう … P.210-211 つながり

第5編第2章 　戦時体制の言論統制とその影響を考えよう … P.252-253 つながり

「チャレンジ歴史」一覧

学習の流れは　　　を踏ん
で段階的に取り組むことが
できるように構成されてお
り、生徒の課題解決をサ
ポートします。

STEPSTEP

P.38-39

　考古学に挑戦！
よろいを着た人物のなぞを解こう

教科書QRコンテンツで
学びをサポート

すべての「チャレンジ歴史」で、それぞれの見開きの
活動に対応したワークシートを教科書QRコンテンツ
として準備しています。
生徒の個人での取り組みや学級での対話
的な学習を支援しています。

！
注目

第２編 古代までの日本と世界 チャレンジ歴史                    教科書 P.38~39 

考考古古学学にに挑挑
ちょう

戦戦
せ ん

！！  よよろろいいをを着着たた人人物物ののななぞぞをを解解ここうう  

学学習習日日      年年    月月    日日  

      年年      組組    番番：：氏氏名名                          

  

１１  よよろろいいをを着着たた人人物物ににつついいてて、、資資料料１１～～４４をを読読んんででわわかかっったたここととををままととめめままししょょうう。。 

 

２２  近近くくかからら発発見見さされれたた女女性性ににつついいてて、、資資料料５５をを読読んんででわわかかっったたここととををままととめめままししょょうう。。  

  

３３  資資料料６６をを読読んんでで、、発発
はっ

掘掘
くつ

さされれたた人人々々のの足足ああととかからら、、当当時時のの人人々々ががととっったた行行動動をを考考ええままししょょうう。。  

 

４４  よよろろいいをを着着たた人人物物はは、、何何ををししてていいたたののででししょょううかか。。ままたた、、どどののよよううなな立立場場のの人人物物だだっったたとと考考ええらられれるるかか、、

みみんんななでで意意見見をを出出しし合合いいままししょょうう。。  

 

 

 

 

① 何をしていたのだろう？ 

 

② どのような人物なのか？ 

この人物は〔                                   〕だったと考えられる。 

　第２～５編第２章の各編（章）に設定した「チャレンジ歴史」では、資料をもとに歴史について自分で考えたり、対話したりして歴史を学
ぶ面白さを体験し、発達の段階に応じた多様な資質・能力を育むことができるようにしました。

生徒が興味・関心をもって主体
的に取り組むことができる課題
を設定し、学習に入りやすく
なるよう工夫しています。

主体的な学びを促す
課題設定

「歴史的な見方・考え方」を
働かせて時代の転換を考えたり、
当時の人々と同様に選択・判
断をしたりするなど、深い学び
を実現できるようにしました。

深い学びを促す教材

学び合いマークによってグルー
プでの話し合いを促し、意見交
換を通して、多面的・多角的
に課題を考えることができる
ようにしました。

対話的な学びを
促す活動

学び合い
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https://www21.nichibun-g.co.jp/r7js_qr_contents/reki/p32/p38/
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